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31Evolvinglirehistorytraits:theinfluenceof
environmentandnutritiononthreepopu]alionsof
Japanesemacaque(Macqcafuscata)
AlisaCHALMERS(京都大･院 ･班学)
対応者 :M.A.HuLrman
Thisstudyinvestigateswhetherenvironmentand
nutritionhaveanefTcctonthelirehistorytraitsandsteroid
homonesorJapanesemacaquesinwild(n<=34),
provisioned(n<-201),andcaptive(n<-69)conditionsin
Japanfor30years:Theresultsshowthatallirehistorytraits
(exceptforageatrlrStbirth)dinTeredsignificantly(P<0.01)
betweenthewildvs.
provisione〟captiveconditions,indicatingastrong
nutritionalinf一uence.
DHEASwasovertwotimeshigheronaverage
(p<0.001)inthecaptivegroupcomparedtothe
wHd/provisionedgroup.Thiscorelateswithincreased
historicallongevityinthecaptivegroupbutnotthe
provisionedgroup.
32野生霊長類の歯の微小嘆耗分析
五十嵐健行 (京都大･院･理)
対応者 :団松豊
大臼歯の攻合面には摂取した食物によって異なる
パターンの微小嘆耗が形成される場合があり,これまで
さまざまな時代や地域の化石霊長類の食性推定に利用
されてきた.本研究ではこうした食性推定の基礎データ
として,現生霊長類の広範な種を対象に野生由来の標本
から大臼歯のレプリカを作製し,走査型花子顕微鏡で微
小嘆托を撮影した.
霊長析研究所収蔵のキングコロブス,オリー ブコロ
ブス,アカコロブス,ニホンザル,サバンナモンキー,
メンタウェ-コバナテングザル,ケニア国立博物館収蔵
のサイクスモンキー,アカオザル,ブルーモンキー,ア
ビシニアコロブスからレプリカを得ることができた.オ
リー ブコロブス,アカコロブス,ニホンザルにおいては,
英や軟らかい果実を中心とした食性を示唆する微小唆
托が観察された.現在,他のレプリカについても抑微銃
写訳の拍影と微小攻耗の測定を進行中である.
33エリマキキツネザルにおけるマイクロサテライト
DNAの多型調査
宗近功 (財団法人 進化生物学研究所)
対応者 :田中洋之
エリマキキツネザル(Varecia)のマイクロサテライト
DNA多型調査を行った.シロクロエリマキキツネザル
-122-
(VvarL'ega(a)2y7i,アカニリマキキツネザル(VrubtIra)4
所 (両親とその子供2頭),および Vareciaspp3頭の合
計9粥を対魚として,LouisJr.E.E.etal.(2005)が記赦し
たマイクロサテライト6遺伝子 (51HDZ247,485,598,
646,833,988)をリバースプライマーにtail配列GTTCTT
を付けてPCRf別田を試みた.その結果,51HDZ247,598,
646,833,988の5座位で個体変異が認められ,分析した
個体畔において父子判定などの逓伝管理に利用可能で
あると考えられた.51HDZ485座に関しては良好な結果
が得られなかった.このほか,EIlemltr属で開発された
2迫伝子座 (Em9およびErO9)もエリマキキツネザル
で多型的であることが明らかになった.クロキツネザル
とエリマキキ.ツネザルのマイクロサテライ ト迫伝子座
についてMultiplex法を検討したところ,訳みたすべて
の組み合わせで遺伝子型判定が可能であり,今後大穴の
サンプルを解析する際,大変有効であると考えられた.
35 "ハナレメス"の行動特性と社会関係の研究
関随太郎 (帝京科学大･理工学)
対応者 :半谷吾郎
ニホンザルのメスは一生を生まれた群れで過ごす.
宮城県金華山田Jでは2006年に締れから何位れて生活する
ワカモノメスli7Rが視察された.このメス (rピコ｣)は
2006年3月4歳の時に "ハナレメス"として硯離され
て以降,1年10ケ月以上群れとは独立に1-数蛸のオス
たちと行動を共にしていた.｢ピコ｣は2007年 11月,
一緒に行動していた群れ外オスが ｢ピコ｣の出自群-追
随し始めたことで彼女も追随し始め,2008年3月には
群れの中で観察された.そして ｢ピコ｣を対象に,群れ
の個体との親和的関係の成立に関して調査したが,結果
は,① ｢ピコ｣と群れの全てのオトナメスとの関でグル
ーミングが観察された.②群れには母親がいたが,母親
とのグルーミングの割合は23.5%で,他のオ トナメスと
の割合と比較して拓くはなかった.③母祝の順位は最上
位だったが,｢ヒ:コ｣の順位はTl下位であり,11月まで
その順位に変動は無かった.①その他の観察からも,｢ピ
コ｣と母親との問に親子であるという認識を示す結果は
得られなかった.⑤群れの他のメスとの間に同じ群れの
仲間だったという認識も無くなっていたものと考えら
れた.以上,群れ加入前後の全過程から "ハナレメス"
の群れ加入には共に行動するオスと群れとの関係が深
く関与しているといえる.
